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　この北町ルートは光が丘駅から田柄
をぬけて、東武東上線の東武練馬駅を
むすぶコミュニティバスです。朝７時
頃から夜２０時頃まで1時間に1本の
間隔で、1日に１４本運行されていま
す。使われている車両は３７人乗りの
小型バスで、１時間に１本のためバス
がすぐ満杯になってしまい、途中から
乗車すると座ることができない状態で
す。とくにバスを多く利用する高齢者
にとっては大変です。
　さらに各出張所における行政手続き
の縮小などによって、今まで各出張所
でできていた手続きが光が丘区民セン
ターに行かなければならなくなり、田
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柄や北町の住民から今までより光が丘
に行かなければいけないことが多くな
ったとの声が寄せられ、みどりバスが
さらに混雑する条件が増えています。
田柄や北町から日大光が丘病院に通院
する場合にもこのルートが使われてい
ます。
　みどりバスは気軽に利用できる重要
な区民の足として利用されています。
特に北町ルートは１便当たり平均して
２８人と高い利用数を示しています。
こういった状況の中でバスを利用する
田柄地域の方からバスの便数を増やし
てほしいとの声が上がっているのです
私は現地も視察しましたが、とくに光
が丘駅から乗っていかれる方が多く、
平日の午後３時では、光が丘ですでに
席が埋まってしまうという状況でした
　この状況をふまえ、住民のみなさん
とみどりバスを運営する練馬区に懇談
にいきました。そこでは、住民のみな
さんの声を役所の人に率直に伝えても
らい、同時にいまの状況を区の立場か
ら説明してもらいました。
　住民のみなさんの声を集めて、切実
な問題であるみどりバスの増便を練馬
区にもとめていきたいと思います。
　みなさんのこえをお寄せ下さい。
　ホームページ　島田拓・検索　もご
覧ください。
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練馬区民新聞 2011年2月号外 発行責任者長野信也TEL3999-9270 日本共産党区議予定候補 島田拓の活動を紹介します
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